
 

 

平成13年度 加古川市民意識調査 
 

まちづくりにあなたの声を  

－ 新しい世紀を迎えて －  
   

   

市民のみなさまには、日頃より、加古川市政に格別のご理解とご協力を

いただき、ありがとうございます。 

加古川市では、本年４月に、新たな総合基本計画を策定し、将来の都市

像「ひと・まち・自然がきらめく 清流文化都市 加古川」の実現をめざし

て現在、各種の施策を進めているところです。 

このたび、２０歳以上の市民の方から 5,000 人を無作為で選び、「市民意

識調査票」を送付させていただきました。この調査は、総合基本計画の基

本理念である「協働によるまちづくり」を進めるうえで市民の皆様の意見

を広く取り入れ、各種施策に反映していくことを目的としたものです。回

答いただいたご意見は、これから様々な施策を実施していくときの貴重な

資料とさせていただきます。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、この調査の趣旨をご理解いただき、み

なさまの率直なご意見をお聞かせいただきますようお願いいたします。 

 

        平成１３年７月 

                                      加古川市長  木 下 正 一 

 

 

 

回答についてのお願い 

 

             ① あて名のご本人のお考えやご意見を回答してください。 

             ② 質問ごとに、あてはまる番号を○で囲んでください。 

             ③ 「その他」の場合は、（  ）内に具体的に記入してください。 

             ④ 回答の内容は、他の目的には使用いたしません。 

          ⑤  回答後の調査票は、同封の返信用封筒で、７月１９日（木）までに 

                    投函してください。なお、切手は不要です。 

 

              ＜お問い合わせ先＞ 

                 加古川市企画部広報広聴課 広聴相談係 

                   Ｔ Ｅ Ｌ：２７－９１２０（直通） 

                   ＭＡＩＬ：kik_kouhou@city.kakogawa.hyogo.jp 
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まず最初に、加古川市を全体的に見てどう思いますか。 

 

問１．あなたは、加古川市が住みよい所であると思いますか。それとも住みにくい所であると思いますか   

（○は１つだけ）。 

 

 

 

 

 

 １．非常に住みよい              ３．住みにくい 
 
 ２．住みよい                  ４．非常に住みにくい 

 

問２．あなたは、これからも加古川市に住み続けたいと思いますか（○は１つだけ）。 

 

 

 

 
 

 １．ずっと住み続けたい              ３．できれば市外に移りたい 
 
 ２．当分の間は住み続けたい          ４．市外に移りたい 

 

つぎに、あなたのまわりの生活環境や市政全般についてお聞きします。 

 
問３．あなたは、次の項目についてどの程度満足していますか。また、どの程度重要だと思いますか。 
   それぞれについて、あなたのお考えに近いものを選んでください（○は１つずつ）。 

 満 足 度  重 要 度 

 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

 

特
に
重
要
で
あ
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重
要
度
が
高
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普
通
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あ
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重
要
度
が
低
い 

全
く
重
要
で
な
い 

１．高校、大学などの整備 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

２．男女共同参画社会の取り組み １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

３．情報化社会への対応  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

４．市役所、市民センターの利用のしやすさ  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

５．地震、火災、水害などの災害対策  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

６．音楽会、美術展等の開催  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

７．まちづくりへの市民参加  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

８．隣近所とのつきあい、交流  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

９．日常の買い物の利便性  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

10．商業の振興  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

11．工業の振興  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

12．農林水産業の振興  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

（次のページへお進みください） 
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（問３のつづき） 
 満 足 度  重 要 度 
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13．健康増進（ウェルネス）のための施策 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

14．国際化への対応 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

15．緑化、自然保護の推進 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

16．ごみの収集、処理対策 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

17．河川等の水質や大気の汚染対策 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

18．騒音、振動、悪臭等の対策 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

19．高齢者への福祉施策 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

20．心身障害者（児）への福祉施策 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

21．母（父）子家庭への福祉施策 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

22．保育所などの児童福祉施策 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

23．住民健診や生活習慣病予防活動 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

24．医療機関や診療体制 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

25．介護保険の取り組み １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

26．自宅周辺の道路の広さや舗装 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

27．信号機、ガードレールなどの交通安全施設 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

28．道路網や橋の整備 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

29．鉄道の利便性 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

30．バスの利便性  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

31．ゆとりと潤いのあるまちなみ １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

32．公園や緑地の整備 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

33．自宅周辺での子どもの遊び場の確保 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

34．下水道の整備 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

35．水道水の安定供給と水質 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

36．幼稚園、小・中学校の施設や教育内容 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

37．生涯学習、文化サークル活動 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

38．史跡、伝統文化等の保護 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

39．体力づくり、スポーツ活動の振興 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

40．青少年の健全育成 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

（次のページへお進みください）
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あなたが望むまちについてお聞きします。 

 
問４．あなたは、次にあげるまちの中でどのようなまちに暮らしたいですか（○は３つまで）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １．住環境がよく整備され、暮らしやすい「快適居住のまち」 

 ２．道路や鉄道などが整備された「交通の便利なまち」 

 ３．娯楽や買い物を楽しめる「商業のまち」 

 ４．産業が盛んで、働く場も多い「産業のまち」 

 ５．情報や通信機能の発達した「高度情報化のまち」 

 ６．障害者や高齢者などを大切にする「福祉のまち」 

 ７．心の交流を重視する「ふれあいのまち」 

 ８．スポーツに親しみ、健康増進を重視する「スポーツ･健康のまち」 

 ９．史跡や文化財、伝統などを大切にする「歴史のあるまち」 

 10．芸術や文化活動の盛んな「文化のまち」 

 11．年齢を問わず教養や能力を高められる「生涯学習のまち」 

 12．緑が豊かで、土や水に親しめる「自然豊かなまち」 

 13．事故や災害、犯罪のない「安全なまち」 

 14．外国との交流が活発な「国際交流のまち」 

 15．その他 (                                          ) 

 16．特にない 

 

あなたの文化に対するイメージや要望についてお聞きします。 

 
問５．あなたは、「文化」という言葉に対して、どのようなイメージをお持ちですか（○はいくつでも）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
（次のページへお進みください） 

 １．音楽や美術、文学など芸術が盛んなこと 

 ２．歴史的遺産が保存されていること 

 ３．文化会館、博物館、図書館、美術館等が整備されていること 

 ４．新しいものが創造されていること  

 ５．伝統的なお祭、行事、芸術などが盛んなこと 

 ６．みんなが美しさを求める心を持ち、心豊かに暮らすこと 

 ７．便利な生活ができること 

 ８．グループ、サークル活動が盛んなこと 

 ９．生活の中から生まれた知恵や工夫が生かされていること 

 10．都市環境が快適なこと 

 11．学問が盛んで、教育水準が高いこと 

 12．科学や技術が発達していること 

 13．その他 (                                      ) 
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問６．あなたは、「加古川の文化」という場合、どのようなものを思い浮かべますか（○はいくつでも）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 １．音楽（クラシック音楽・邦楽など） 

 ２．演劇（現代劇など） 

 ３．伝統芸能・伝統芸術（能・茶道・華道など） 

 ４．映画  

 ５．舞踊（邦舞・洋舞など） 

 ６．美術（絵画・彫刻・写真・書道・工芸など） 

 ７．文学（小説・詩・短歌・俳句など） 

 ８．自然（山・川・緑・水・海など） 

 ９．人情（気質・精神など） 

 10．郷土芸能（太鼓・民謡・民舞踊など） 

 11．食 

12．ファッション 

13．祭りやイベント 

14．歴史（寺社・町並み・史跡など） 

 15．その他 (                                      ) 

 
問７．あなたが、今後の加古川の文化振興を図るために、行政に望まれることは何ですか（○は３つまで）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 １．公演・展示等発表・鑑賞のための施設整備、充実 

 ２．創作、製作のための拠点施設整備 

 ３．創作、製作、発表のための支援 

 ４．質の高い芸術文化公演や美術展の開催、支援  

 ５．文化に関する情報の提供、発信 

 ６．後継者の育成 

 ７．歴史的文化財の保存 

  ８．自然や歴史と調和したたたずまいの整備 

  ９．都市デザインを配慮した都市景観の整備 

1０．学術研究への支援 

1１．国際親善などの他地域との交流 

1２．学校教育の中での文化活動の支援 

1３．子どものころから文化活動に携わる機会の提供 

 1４．その他 (                                      ) 

（次のページへお進みください） 
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問８．あなたが、文化活動にもっと積極的に参加できるようになるには何が必要だと思いますか（○は３つ

まで）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １．文化活動に関する情報の提供 

 ２．文化活動に関する入門講座や基礎講座などの充実 

 ３．適切な指導者 

 ４．文化活動に参加するボランティアグループの設立  

 ５．文化活動に対する公的な支援 

 ６．文化活動に対する私的な支援 

 ７．音楽・美術・演劇など魅力的な芸術文化にふれる機会 

 ８．利用しやすい（安い料金で使用できる等）ホールやギャラリーがあること 

 ９．各活動の練習場所が身近にあること 

 10．その他 (                                      ) 

問９．あなたは、過去１年間に市内にある施設（市民会館・ウェルネスパーク音楽ホール・総合文化センタ

ー・松風ギャラリー）の文化的な催しを鑑賞したことがありますか。 
 
  １．ある                                      ２．ない 
 
 
【問９で「１」に○をつけられた方にお聞きします。】 

問９－１．あなたが、今後より多くの文化的な催しを鑑賞するためには、どのような条件整

備が必要だと思いますか（○は３つまで）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【問９で「２」に○をつけられた方にお聞きします。】 
  問９－２．市内にある施設を利用されなかった理由は何ですか（○は２つまで）。 
 
 
 
 
 

 １．安い料金で鑑賞できること 

 ２．施設が身近なところにあること 

 ３．施設や催し物などの情報が数多く提供されること 

 ４．魅力的な企画であること  

 ５．夜のコンサート・公演等の開演時間を遅くすること 

 ６．時間に余裕ができること 

７．一緒に行く仲間がいること 

８．家族の協力が得られること 

 ９．保育設備や保育体制が整っていること 

 10．その他 (                                 ) 

11．特に必要はない 

 １．興味のある催し物がない                 ４．交通の便が悪い 

 ２．催し物の情報がない                     ５．時間的な余裕がない 

 ３．入場料が高い                           ６．その他 (                               )   

           （次のページへお進みください）  
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公園の現状や公園におけるボランティア活動についてお聞きします。 

 
問10．あなたは、公園を利用していますか（○は１つだけ）。 

 
 
 
 １．週1 回程度                              ３．好季節のみ 

 ２．月1 回程度                              ４．年1 回程度 
 
問11．あなたは、公園について『こうしたい』といった希望がありますか。 
 

 
 
 
【問11で「１」に○をつけられた方にお聞きします。】 

問11－１．それは、どのようなことですか（○はいくつでも）。 
 
 
 
 
 
 

【全員の方にお聞きします。】 

 １．新しい公園のデザインをしたい        ４．気の合った仲間と維持管理に参加したい 

 ２．今ある公園を造り替えたい            ５．何かしたいが、具体的にはわからない 

 ３．花壇をつくり手入れをしていきたい  ６．その他 (                           ) 

 １．ある                                     ２．ない 

問12．あなたは、できる範囲で「公園ボランティア」をやってもよいと思いますか（○は１つだけ）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
問1

 
 
 
 
 
 
 

問1

 
 
 

 １

 ２

 １

 ２

 ３

 ４

 １

 ２
 
 
 

  最近は価値観が多様化し、ボランティアの解釈も『奉仕』『善行』といったイメージよりも、自分

の能力や技術を社会に生かしてみたいという発想が生まれてきています。進んだ都市では、「プレイ

リーダー」といった遊びを教えるボランティアも存在しています。したがって、「公園ボランティア」

も草引きや掃除といったことばかりにとどまっていません。 
3．あなたは、公園ボランティアでどのようなことができると思いますか（○はいくつでも）。 

4．あなたは、公園ボランティア活動の障害になると思うことはどのようなことですか。（○はいくつで

も） 

．ぜひやってみたい                ３．気がすすまない            ５．わからない 

．機会があればやってもよい        ４．やりたくない          

（次のページへお進みください） 

．公園計画への参加                         ５．花壇づくりとその手入れ 

．公園のデザインへの参加                   ６．子どもたちの相手 

．掃除や草引き                             ７．夜間の見回り 

．樹木の剪定や仕立て                       ８．その他 (                                ) 

．資金              ３．役所の規制             ５．自分の都合に合わない          

．人手不足          ４．気軽にできない         ６．その他 (                            )  
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問15．公園全般に関して、あなたのお気持ちに近いものを選んでください（○は１つずつ）。 
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言
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悪
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で
あ
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１．樹木に関して １ ２ ３ ４ ５ 

２．掃除に関して １ ２ ３ ４ ５ 

３．景観やデザインに関して １ ２ ３ ４ ５ 

４．その他 

 

 

（具体的に記入してください。） 
 
 

 
 

あなたを取り巻く社会の中での、男女の役割や考え方についてお聞きします。 

 
問16．あなたは、「男女共同参画社会」という言葉をお聞きになったことがありますか（○は１つだけ）。 

 
 
 
 
 
 

 １．言葉の意味を知っている 
２．聞いたことはあるが、意味はわからない 
３．聞いたことがない 

問17．あなたは、次の分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。それぞれについて、あてはまる

ものを選んでください。（○は１つずつ） 
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常
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て
い
る 

わ
か
ら
な
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１．家庭生活で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

２．職場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

３．学校教育の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

４．地域活動の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

５．政治の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

６．法律や制度の上で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

７．社会通念・慣習・しきたりなどで １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 （次のページへお進みください）
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問18．あなたは、性別にかかわりなく、ともに男女の人権が尊重され、その個性と能力を発揮することがで

きる社会をつくるためには、何が必要だと思いますか（○はいくつでも）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １．「男は仕事、女は家事・育児」というような社会の意識を改める 
２．家庭において、「男らしさ」「女らしさ」にとらわれない子育てをする 
３．学校において、男女平等を基本とした教育環境を整える 
４．市の審議会や地域の組織などへ女性を積極的に登用する 
５．子どもを持つ女性が安心して働けるような子育て支援を充実する 
６．女性の経済的、精神的な自立意識を高める 
７．男女が家事・育児や地域活動に積極的に参加する 
８．女性の人権や精神的負担に対する男性の意識を高める 
９．男は仕事、女は家庭にいる方がよい 

 10．男性と女性は肉体的に違うので、平等というのは難しい 

 11．すでに、男女の平等は進んでいるので、特に問題はない 

 12．その他 (                                                                             ) 

 13．特にない 

 14．わからない 

 

市の行財政改革の取り組みに対するあなたの考え方をお聞きします。 

 
問19．あなたは、市役所（又は職員）に対してどのような印象をお持ちですか（○はいくつでも）。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．仕事がてきぱきしている                   ８．サービス精神が足りない  

２．親切な応対をしてくれる                   ９．コスト意識が低い 

３．少ない人数で一生懸命働いている          10．勉強不足である 

４．公平な取扱いをしている                  11．縦割り意識が強い 

５．幅広い視野を持っている                  12．前例や慣習にこだわりすぎる 

６．柔軟なものの見方ができている            13．その他 (                                ) 

７．仕事が緩慢である             14．わからない 

 
問20．市民サービス（行政が市民に対して提供するサービス）の水準と市民の負担の関係についてどのよう

に思いますか（○は１つだけ）。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 １．市民サービスの充実のためには、市民全体の負担が増えるのは仕方がない 
２．市民サービスを直接受ける人の負担を増やすべきで、市民全体の負担が増えることには反対である 
３．市民の負担を増やさないように、ある程度市民サービスを見合わせることは仕方がない  
４．市民サービスの充実のためには、徹底した行財政改革により、財源を生み出すべきである 
５．わからない 

（次のページへお進みください）
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問 21．市役所の仕事でも、公共施設の管理運営や学校給食、ごみ収集などのように役所が直接処理せずに、

民間に委託する場合があります。あなたは民間委託について、どのように思いますか（○は１つだけ）。

また、その主な理由をお書きください。 

 
 
   １．積極的に委託すべきである 

 ２．サービスの低下を招くことなく、経費の節減に 
 つながるのであれば、委託する方が望ましい 

 ３．あまり賛成できない  
 ４．委託すべきでない 

 ５．わからない 

 
 
 
 
 

 

 

主な理由は何ですか 

 

問22．あなたは、市の行財政改革の取り組みについてどのように思いますか。（○は１つだけ） 

 

    
 
 

                                           

 
 
 

３．あまり必要でない 
４．全く必要でない 
５．わからない 

１．大いに推進するべきである 
２．推進するべきである 次のページの問23 

へお進みください。 

【問22で「１」又は「２」に○をつけられた方にお聞きします。】 

  問 22－１．あなたは、行財政改革の取り組みで特に力を入れる必要があるのはどのような事柄だと思い

ますか。（○は５つまで） 

 １．無駄な仕事をどんどんやめること 
２．無駄な施設をつくらないこと 
３．行政組織をスリムにすること  
４．民間委託を進めること 
５．事務処理を迅速に行なうこと  
６．公費の支出をもっとチェックすること  
７．職員数を減らすこと 
８．職員の給与を適正にすること 
９．職員の応対を改めること 

 10．職員が幅広い見識を身につけること  

 11．民間の経営手法を見習い、合理的な行財政経営を行なうこと  

 12．行政評価制度など新しい制度やしくみを積極的に採り入れること  

 13．行政の守備範囲を見直し、民間の経営活動に任せるべきものは民営化すること  

 14．市民と行政の役割分担を見直し、受益者から適正な負担を求めること  

 15．行政内部の経費を徹底的に節減し、市民サービスを充実（維持）すること  

 16．もっと行政情報を積極的に公開すること 

 17．市民が行政の活動に参加できること 

 18．市民の意見を積極的に採り上げること  

 19．近隣の市町と合併すること 

 20．その他 (                                                                         )  

 21．わからない  

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

）
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 【問22で「１」又は「２」に○をつけられた方にお聞きします。】 

  問22－２．あなたは、行財政改革の推進にあたって、何が重要であると思いますか（○は２つまで）。 

 

 １．市民の意識向上と市民によるチェック      ５．他の自治体との連携  

２．市民への行政情報の公開                 ６．議会のチェック機能 

３．職員の意識改革                      ７．その他 (                              ) 

４．市の姿勢（市トップのリーダーシップ）    ８．わからない 

 
 
 
 
 
 
 
 

『広域的なまちづくり』についてお聞きします。 

 

【全員の方にお聞きします。】 
問23．あなたは、今後、広域的なまちづくりを進めるために、どのような取り組みが必要だと思いますか。 

    （○は１つだけ） 

 
 
 
 
 
 
 
 

  １．福祉や医療などの分野で、近隣の市町が共同して事務を処理し、広域的な結びつきを強化していく

ことが必要である 
  ２．近隣市町との合併を進めていくことが必要である 
  ３．今まで通りでよい 
  ４．わからない 

（次のページへお進みください）
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あなたご自身のことについてお聞きします。 

 
Ｆ１．あなたの性別は。 
 
 
 

 １．男 性                  ２．女 性 

Ｆ２．あなたの年齢は。 
 
 
 
 １．２０歳代         ３．４０歳代         ５．６０歳代 
 ２．３０歳代         ４．５０歳代         ６．７０歳以上 
 

Ｆ３．あなたの家族構成は。 
 
 
 

 

１．単身          ３．二世代世帯（親と子）     ５．兄弟（姉妹）だけ  
２．夫婦だけ             ４．三世代世帯（親と子と孫）   ６．その他（        ） 

Ｆ４．あなたの職業は（○は主なもの１つだけ）。 
 
   １．農林水産業                                  ７．主  婦 

                                                  ８．無  職 
                                                  ９．その他（                        ） 
  

  ２．自営業および家族従業員                             
  ３．会社員、公務員                                     
  ４．専門職・自由業（医師、弁護士、大学教授など） 
  ５．パートタイマー、アルバイトなど 
  ６．学  生 

 
 
 
 
 

次のページのＦ５へお進みください  
 
 
 
 
 
 
  【Ｆ４で「２」～「６」に○をつけられた方にお聞きします。】 

Ｆ４－１．どちらまで通勤（通学）していますか（○は１つだけ）。 
 
 
 
 
 
 
 

 

１．加古川市内                 ６．三木市、小野市、加西市          
２．高砂市、稲美町、播磨町               ７．その他の県内 
３．神戸市                          ８．大阪府    
４．明石市                                 ９．その他（                  ） 
５．姫路市 

Ｆ４－２．通勤（通学）先までの片道の所要時間をお答えください（○は１つだけ）。 
 

１．１５分以内      ３．１時間以内         ５．２時間以内 
２．３０分以内      ４．１時間３０分以内      ６．２時間を超える 

 
  

（次のページへお進みください）
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【Ｆ４で「２」～「６」に○をつけられた方にお聞きします。】 
Ｆ４－３．通勤（通学）の主な利用交通手段をお答えください（○は主なもの１つだけ）。 

 
 
 
 
 

【全員

Ｆ５．

 
 
 
 １．

 ２．
 
 
Ｆ６．

 
 
 
 １．

  ２．

３．

      ４．

 
 
 
 
○市政

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 以上

って、
１．徒 歩            ４．自動車           ６．鉄 道 
２．自転車        ５．バ  ス        ７．その他（                     ） 
３．バイク 
の方にお聞きします。】 
あなたは、加古川市に何年ぐらい住んでいますか（○は１つだけ）。 

生まれてからずっと    ３．１０年～２０年未満      ５．１年～５年未満  
２０年以上          ４．５年～１０年未満       ６．１年未満 

あなたは、どちらにお住まいですか（○は１つだけ）。 

加古川町           ５．山  手            ９．別府町            13．東神吉町 

神野町        ６．野口町       10．八幡町       14．西神吉町 

新神野           ７．平岡町           11．平荘町            15．米田町    

西条山手       ８．尾上町       12．上荘町       16．志方町   

へのご意見・ご提案がありましたら、ご自由にお書きください。 

で終わりです。ご記入いただいた調査票は、ごめんどうですが、同封の返信用封筒（切手不要）を使

 ７月１９日（木）までに投函してください。ご協力ありがとうございました。 
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